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システムの構築

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の概要

4

引用：：内閣府

ホームページより
https://www8.cao.go.j

p/cstp/gaiyo/sip/sip_3

/241206gaiyo.pdf
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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の概要

8

引用：：内閣府

ホームページより
https://www8.cao.go.j

p/cstp/gaiyo/sip/sip_3

/241206gaiyo.pdf

「アジャイル」とは・・・

「素早い」「機敏な」という意味
で、変化に柔軟かつ迅速に対
応していく考え方や開発手法を
指します。
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Society 5.0とは？？平成28年当時のイメージ??

出典：内閣府ホームページより https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

仮想空間と現
実空間の高度
な融合
→人間中心の
社会

地域から始ま
る科学技術・
イノベーショ
ン

ＡＩがもたらす
科学技術・イ
ノベーション
の変革
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Society 5.0とは？？ 令和3年のイメージ図

出典：文部科学省、令和3年版 科学技術・イノベーション白書、扉絵、 2021．
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202201/1421221_00017.html
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Society 5.0のイメージ 令和5年のイメージ図

出典：文部科学省、令和5年版 科学技術・イノベーション白書、扉絵、 2023．
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202201/1421221_00017.html

仮想空間と現
実空間の高度
な融合
→人間中心の
社会

地域から始ま
る科学技術・
イノベーショ
ン

ＡＩがもたらす
科学技術・イ
ノベーション
の変革
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Society 5.0のイメージ 令和6年のイメージ図

出典：文部科学省、令和6年版 科学技術・イノベーション白書、扉絵、 2024．
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa202201/1421221_00017.html

仮想空間と現
実空間の高度
な融合
→人間中心の
社会

地域から始ま
る科学技術・
イノベーショ
ン

ＡＩがもたら
す科学技術・
イノベーショ
ンの変革
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研究課題：スマートインフラマネジメントシステムの構築

13

引用：：内閣府

ホームページより
https://www8.cao.go.j

p/cstp/gaiyo/sip/sip_3

/241206gaiyo.pdf
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研究課題：スマートインフラマネジメントシステムの構築

15

マネジメントの顔ぶれを拝見すると、鋼橋関係の方が少ないような・・・

業界として国のプロジェクトのマネージメントサイドに鋼橋関係の教員が関われるようにぜひぜひサポートをよろしくお願いいたします！！
引用：：内閣府

ホームページより
https://www8.cao.go.j

p/cstp/gaiyo/sip/sip_3

/241206gaiyo.pdf
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研究課題：スマートインフラマネジメントシステムの構築
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本課題では、わが国の膨大なインフラ構造物・建築物の老朽化が進む中で、デジタル技術により、設計から施工、点検、補修まで一体的な管理を行い、持続可能で魅力的・強靭な国土・都市・地域づくりを推進するシステムを構築し、効率的なインフラマネジメントを実現するための技術開発・研究開発に取り組みます。特にSociety5.0の中核となる"デジタルツインの構築"を開発のコアとして考え、技術開発にあたっては「未来の建設技術」、「未来のインフラ」、「未来のまち」をアウトプットとして常にイメージします。
引用：：土木研究所

ホームページより
https://www.pwri.go.j

p/jpn/research/sip/as

signment.html
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研究課題：スマートインフラマネジメントシステムの構築

17

引用：：内閣府

ホームページより
https://www8.cao.go.j

p/cstp/gaiyo/sip/sip_3

/241206gaiyo.pdf
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スマートインフラマネジメントシステムの構築：サブ課題C

18

地方自治体等のヒューマンリソースの
戦略的活用：

人材育成・教育にかかる全国レベルの
共通基盤により、多様なスキルを持つ
人材の参入、リカレント、リスキリングを
促進し、労働力不足の解消と質的向上
を図ります。

引用：：土木研究所 ホームページよりhttps://www.pwri.go.jp/jpn/research/sip/assignment.html
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サブ課題C：沢田チームー人材育成コンソーシアム

19

人材育成コンソーシア
ムの拡張計画：
• 鳥取大学：道守開
始!!

• 宮崎大学、福岡大
学を加入!?

鳥取大学ホームページより
https://anzen.eng.tottori-
u.ac.jp/wp-
content/uploads/sites/6/2025
/08/b36fdce91aa4e12699761
27abc335b1e-1.pdf
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サブ課題C：沢田チームの取組内容

いつでも・どこでも・ME道守でない誰でも学べるを実現するためのプラットフォーム（PF）群の開発（小テーマ研究成果）

C-1(1):インフラシミュレータ・データセットPF

DIY技術
⾃治体職員

マニュアル提供

全国
から

受講可

SIP技術
⾃治体職員
に活⽤提供

データ公開
公開点検フィー
ルドデータ提供

簡素化技術

点群データ活⽤
等による簡素化

C-1(2)使
い

や
す

い
技

術
PF

C-1(1): デジタル
教育プログラムPF

全国の地方
自治体職員
が受講可能
→地方メンテ高度化インフラデータ

アキュムレータ
講座 for ME道守

インフラデータ
アナリスト講座

for ME道守 for 異分野
データアナ
リスト

※モジュール化対応

専門
基礎
講座

DXアップ
デート講座

 ME養成講座
 道守養成講座
 iMec基礎講座

ME・道守DXステーション（ME&Michimori Digital Transformation Staton）
社会実装・波及効果

世界展開・実装
→世界実装により、
世界的卓越を目指す

国交省研修or県の建
設研究センター等の一
部への採用の実現
→国・県レベル標準化

異分野人材の若年層
への学習プログラムへ
の波及→若年層のイン
フラ人材の育成・発掘

VR空間

人材：

制度：

制度：

新技術の実装・シーズ
試行場の提供→地方
自治体の直営点検・補
修などの強化

事業：

 システムの効率化を基に、技術者の
学びの効率化に向き合っていきます!!

20年近くの⼈材育成実績をベースにSociety 5.0時代の未来⼈材育成に挑む!!
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サブ課題C：沢田チームの取組内容-メタバース他

岐阜大学
インフラ

ミュージアム
（岐阜大開発）

←IMSS

愛媛大開発

Digital

Twin
Real

橋の声→

プロ向け投
稿システム

山口大開発
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サブ課題C：沢田チームの取組内容-生成AI活用論文



スマートインフラマネジメント
システムの構築
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インフラデータアキュムレーター・アナリストプログラムの開発

データ駆動型のインフラ維持管理

健全度評価・予測 AHPインフラBI

 基準・水準
 予算
 フレームワーク

（組織、方法論）
 新技術・工法の導入・

適用検討、etc.

戦略レベル
 健全度評価・予測
 リスク分析・評価
 予算の最適化
 スクリーニング・優先

順位付け
 新技術・工法の導入・

適用、etc.

実施レベル

3D点群データの活用AI・タブレットによる点検・診断 3次元モデルの活用“インフラデータ
アキュムレータ”

“インフラデータ
アナリスト”

データを整備・活⽤するスマートインフラ人材

インフラに関するデータセットの
作成・管理に長けた技術者

維持管理の意思決定に資する
分析技術に長けた技術者

リスク評価

デジタルツイン



スマートインフラマネジメント

システムの構築

基本理念・目標：本講座は、第3期SIPでの活動を通じて、各機関のＭＥや道守等を取得し
たインフラ知識を涵養した、Society5.0を見据えた未来型の技術者を育てることを目
標としています。これにより、我が国が抱えている膨大なインフラを、適切でかつ効率的に
維持管理を実施できる技術者育成を目指します。

インフラデータアキュムレーター・データアナリストプログラム
（ME・道守取得者向けフルスペック版）

受験資格：
• 各機関のＭＥや道守等を既に取得している、またはそれらと同等以上の能力を有してい
るもの。

• 上記の要件を個別に満たしていないが、同等の要件を満たすと審査委員会で認められ
たもの。

受験のメリット：
• Society5.0で実現する社会における国土交通省の新たな技術者資格を想定しており、
そのような社会におけるデジタル技術を活用した業務受注する場合に有利となる可能
性が高い。
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インフラデータアキュムレーター・ポリシー

• ディプロマポリシー：本講座では、データベースの基礎、並びにAI診断の重要性・必要性について理解
し、タブレット・ドローン・点検カメラ等を用いて、データベース・セットに活用可能で、かつ適切なAIに
よるサポートに基づく診断を可能とすることができる高品質な損傷画像・点群データ等を取得するこ
とが可能で、かつインフラDXを牽引可能な技術者を育成を目標とする。

• カリキュラムポリシー：上記のディプロマポリシーの基、本講座では、データベースの基礎、並びにAI
を用いた診断サポート（画像解析）について学んだ上で、データベース・セットを拡張可能で、かつAI
による診断サポートの精度を高めることができる質の高いインフラの損傷画像・点群データ等を、タ
ブレット、ドローンや点検カメラ等のインフラDX型の橋梁点検支援技術を用いて取得する能力を身に
つけるために必要なカリキュラムを整備しています。

“インフラデータアキュムレータ”

インフラに関するデータセットの
作成・管理に長けた技術者

• インフラデジタルデータの収集・管理について適切な方法を提案できるスキルを有する

• インフラメンテナンスデータのデジタル化を通じてインフラDXを牽引する人材
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インフラデータアナリスト・ポリシー

• ディプロマポリシー：本講座では、インフラ構造物の諸元や位置情報、供用年数、点検結果、補修履歴等を
含む「インフラデータ」を正しく読み解き、インフラの健全度・リスクに応じて、AI技術等を活用して適切で
かつ効率的な意思決定をできる技術者の育成を目標としています。

• カリキュラムポリシー：上記のディプロマポリシーの基、本講座では、インフラデータの知識とデータ分析
の知識をを兼ね備え、例えば、AI技術等のデータ分析を用いて、適切でかつ効率的に課題解決する能力
を身につけるために必要なカリキュラムを整備しています。

“インフラデータアナリスト”
維持管理の意思決定に資する
分析技術に長けた技術者

• インフラデジタルデータを活用してインフラの分析を行い，適切なメンテナンス戦略の
提案を可能とするスキルを有する

• インフラメンテナンスデータの分析によりインフラメンテナンスのEBPMに資する人材

堆積箇所深掘箇所

堤防
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システムの構築

デジタル教育プログラムのディプロマ・ポリシー

27

“インフラデータアキュムレータ”
インフラに関するデータセットの
作成・管理に長けた技術者

• インフラデジタルデータの収集・管理について適切な方法を提案できるスキルを有する

• インフラメンテナンスデータのデジタル化を通じてインフラDXを牽引する人材

“インフラデータアナリスト”
維持管理の意思決定に資する
分析技術に長けた技術者

• インフラデジタルデータを活用してインフラの分析を行い，適切なメンテナンス戦略の
提案を可能とするスキルを有する

• インフラメンテナンスデータの分析によりインフラメンテナンスのEBPMに資する人材

堆積箇所深掘箇所

堤防
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システムの構築

データアキュムレータ/アナリスト共通講義

28

講義の概要と狙い：インフラマネジメント分野におけるDX活用による省力化，省人化，生産性向上および
Society5.0の実現について理解するとともに，インフラマネジメント分野における様々なDX技術とその活用
やEBPMの事例紹介とEBPMの実装方法などを理解する．また，GISやBIツール活用によるインフラデータ
の見える化とその効用の基礎を理解する．

時間
[分]

概要講義タイトル

90
インフラマネジメントにおけるDX活用による省力化，省人化，
生産性向上およびSociety5.0の実現について理解する．

インフラマネジメントとDX

90
インフラマネジメント分野における様々なDX技術とその活用を理解する．インフラマネジメント分野における

様々なDX技術

90
インフラマネジメント分野におけるEBPMの事例紹介とEBPMの実装方
法を理解する．

インフラデータのデジタル化と
EBPM推進

90
GISやBIツール活用によるインフラデータの見える化とその効用の基礎
を理解する．

インフラデータの可視化技術の基礎

達成状況の確認：受講生は，項目毎にレポートを作成・提出
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講義の概要と狙い： AIサポートを用いた橋梁点検・診断のための基礎データについて
理解し，説明できるようになる．その上で，AI搭載タブレットを実際に使用したインフラ
点検について理解し，説明できるようになり，AI搭載タブレットを用いた演習にて調書・
報告書の作成について理解し，説明できるようになる．

Module II
AI搭載タブレットによるインフラ

点検・診断

時間
[分]

概要講義タイトル

90
AI・タブレットを活用したインフラマネジメントの効果および運用上の課題
を概説

AI搭載タブレットによる
インフラマネジメント

90
自治体を対象としたAI・タブレット点検のガイドライン作成の手引きについ
て概説運用ガイドライン作成の手引き

90AI診断(機械学習)のための基礎データの収集について解説
AI診断のための基礎データの収集と機械
学習

90AI・タブレットを実際に使用してインフラ点検を学習
AI・タブレットを活用したインフラ点検【演
習】

90
AI・タブレットによるインフラ点検データとりまとめ，エラーチェック，調
書・報告書作成調書作成，データ・クレンジング

データアキュムレータ・モジュールII 概要

29

達成状況の確認：受講生は，項目毎にレポートを作成・提出
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Module III
3D点群データを活用した

インフラ点検・診断

時間
[分]

概要講義タイトル

90
3次元点群データの仕組みや取得方法を概説．使用する機材や精度につい
て説明

3次元データの取得方法の基礎

903次元点群データによる施工データ作成
3次元点群データを活用した
施工データの作成基礎

903次元点群データを活用したインフラマネジメントの活用例を紹介3次元点群データの活用

90
3次元点群データの取得方法を演習で学習する．取得した3次元データの
後処理について学習

3次元点群データ取得・分析
【演習】

90
3次元点群データを用いたインフラメンテナンスを学習
(プロジェクトベース)

3次元点群データを活用した
インフラメンテナンス

データアキュムレータ・モジュールIII 概要

30

講義の概要と狙い： 3次元点群データの仕組みや取得方法，使用する機材や精度等
について理解し，説明できるようになる．3次元点群データを取得する機材等を実際に
使用したインフラ点検・診断について理解し，説明できるようになる．3次元点群データ
を取得した後のインフラ点検・診断のおけるデータの管理について理解し，説明できる
ようになる．

達成状況の確認：受講生は，項目毎にレポートを作成・提出



スマートインフラマネジメント

システムの構築

Module II
管理データを活用した
インフラマネジメント

時間
[分]

概要講義タイトル

90
インフラ点検データベースの管理・運用，GIS/BIツールによる道路アセッ
トマネジメントの概要を学ぶ

道路アセットマネジメントの
概念と方法

90道路橋に関係する情報を可視化する方法を学ぶ道路橋BI演習(1)

90
データの分析目的とデータの量・質に応じた適切な予測モデルの選択，
予測結果の理解について学ぶ

健全度・劣化予測

90道路橋に関係する情報に基づく予測・判断の方法を学ぶ道路橋BI演習(2)

90
データの分析目的とデータの量・質に応じて，適切な予測モデルを選択し，
健全度・劣化の予測結果を得る方法を学ぶ

橋梁健全度予測演習

データアナリスト・モジュールII 概要

31

講義の概要と狙い：管理データを活用した戦略的なインフラマネジメントとして道路ア
セットマネジメントの概念を理解し，そのためのデータベースの構築・管理・運用，供用
データや劣化・損傷に関する情報の可視化，劣化の進行の将来予測や維持管理費の
概算，管理判断，シミュレーション等の方法について学ぶ．

達成状況の確認：受講生は，項目毎にレポートを作成・提出
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システムの構築

Module III
BIM/CIMを活用した
インフラマネジメント

時間
[分]

概要講義タイトル

902D/3DCAD，BIM/CIMの違いと特徴，ツール，活用の目的を学ぶBIM/CIMの仕組みと意義

90BIM/CIMモデルの作成を行う
BIM/CIMの活用例・
インフラマネジメント(1)

90
BIM/CIMモデルのインフラマネジメントへの活用事例と，
活用のポイントを学ぶ

BIM/CIMの活用例・
インフラマネジメント(2)

90
BIM/CIMモデルを活用したインフラマネジメントの
シミュレーションを行う

BIM/CIMモデル作成・
シミュレーション

90モデルの修正方法やデータ変換，統合，管理上の諸注意等を学ぶBIM/CIMモデルの管理

データアナリスト・モジュールIII 概要

32

講義の概要と狙い：調査・設計，建設，管理・運営の各プロセスにおける3次元データの
取得・管理・活用による業務の効率化，生産性向上，品質確保，効果的な情報共有・伝
達，といったCIMの概念と方法を学ぶ．必要なデータと効果的な活用のためのモデルを
理解し，ツールの基本機能を習得し，課題解決のためのツールの機能を理解する．

達成状況の確認：受講生は，項目毎にレポートを作成・提出
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システムの構築

開発した動画例ー共通講義

33

長崎大学 西川准教授作成
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システムの構築

講義動画例

34

インフラマネジメントとDX
データアキュムレータ/アナリスト共通講義

①インフラ分野のDX

実装例：北海道大学DREPへの
実装版例：①インフラ分野

◆DREPテンプレート統一、◆講義時間フィッティング

講演者動画込み
バージョン

実装先のニーズに合わせた
カスタマイズ・フィッティング
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デジタルリテラシーの事前学習︓ポストコロナとの課題間連携
リテラシー

<課題間連携・ポスコロ>

- Stage1︓「デジタル」の基礎知識に関して系統⽴てて包括的に学ぶコース 約8時間（約5.3コマ）
- Stage2︓データ分析・可視化について学ぶコース 約3時間（約2コマ）
- Stage3︓AIについて学び、AIの可能性を理解するコース 約5時間（約3.3コマ）

リテラシーレベル
のDREPの活⽤

インフラ・データセット提供
→異分野人材にインフラ
データに触れていただく
（異分野人材活⽤︖︖）

サブ課題C:沢田チーム

合計︓
約11コマ

※引⽤︓
DREPホームページ

学会へ
の展開
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課題間連携 ポストコロナ×スマートインフラ︓Stage 1

Stage1＜デジタルリテラシーコース＞ 約８時間（ただし、PDF閲覧ベース）合計5.3コマ ※1コマ90分

項目１︓デジタルリテラシー

項目2︓データ活⽤基礎

社会で起きている変化1-1
社会で活⽤されているデータ1-2
データ・AIの活⽤領域1-3
データ・AI利活⽤のための技術1-4
データ・AI利活⽤の現場1-5
データ・AI利活⽤の最新動向1-6
AIと社会1-7
ITセキュリティ1-8

ビッグデータとデータエンジニアリング2-1
データ表現2-2
データ収集2-3
分析設計2-4
データ観察2-5
データの可視化2-6
データを扱う2-7
データ加工2-8
Excel演習
データハンドリング2-9
時系列データ解析2-10

項目3︓AI基礎
AIの歴史と応⽤分野3-1
機械学習の基礎と展望3-2
深層学習の基礎と展望3-3
AIの構築・運⽤3-4
AIの適⽤方法3-5
認識3-6
予測・判断3-7
⾔語・知識3-8
身体・運動3-9

PDF資料閲覧
105分

(約1.2コマ)
※動画時間
156分
(約1.7コマ)

資料閲覧
166分

(約1.8コマ)
動画時間
191分
(約2.1コマ)

資料閲覧
194分

(約2.2コマ)
動画時間
239分
(約2.7コマ)

研修時間【約８時間】
（但しPDF閲覧ベース）
（※動画閲覧ベース約10

時間）

※引⽤︓
DREPホームページ
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札幌市⼈⼝動態レポートの例

課題間連携 ポストコロナ×スマートインフラ︓Stage 2

Stage2＜デジタルリテラシーコース＞ 約３時間（ただし、PDF閲覧ベース）合計２コマ ※1コマ90分

研修時間【約３時間】

単元 習得目標 演習課題 演習内容（レポート項目） 備考 目安の時間（分）

札幌市感染症

(i) 週別最高・最低気温 積雪深

(ii) 週別コロナ報告数

(iii) 週別インフルエンザ報告数

(iv) 年代別コロナ報告数

(v) 年別コロナ報告数

(vi) 年別インフルエンザ報告数

一般向け 180

札幌市人口動態

(i) 年度別人口動態

(ii) 避難所マップ

(iii) 年齢別人口数

(iv) 区別避難所数

(v) １か所当たりの避難介護人数

行政向け 180

道路橋損傷

(i) 年度別判定区分（数）

(ii) 年度別措置状況（数）

(iii) 区別道路橋 数・比率

(iv) 区別判定区分（数）

(v) 道路橋マップ

(vi) 判定区分別橋梁数

インフラ管理組織向け 180

データ活用演習（※
演習は3種類用意さ
れている．3種類の

中から関心のある演
習を1つ選んで実施
することが，受講サ
イトに記載されてい

る．）

・必要な項目の追加やリレーションシップの
作成を行い、BIレポートを作成する。

・BIレポートでは、様々な種類のグラフ、設
定項目があり、分析の目的によって使い分
けが可能であることを確認する。

※いずれかの一つを演習

※引⽤︓
DREPホームページ
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AIによる物体検出の例

課題間連携 ポストコロナ×スマートインフラ︓Stage 3

Stage3＜デジタルリテラシーコース＞ 約５時間（ただし、PDF閲覧ベース）合計3.3コマ ※1コマ90分

研修時間【約５時間】

物体検出AI / 一般向け 物体検出AI / インフラ管理組織向け

単元 習得目標 目安の時間（分）

AIの基礎的仕組み
・過学習の原因を理解する。
モデル構造が複雑である点
学習データが少量である点

60

・学習済みモデルの画像認識性能を確認する。

・モデルの再学習により附属物画像の損傷分類に対応可能であることを確認する。【インフラ管理者向け】

・学習済みモデルを用いて領域検出が可能であることを確認する。

・モデルの再学習により道路面の画像における損傷検出が可能であることを確認する。【インフラ管理者向け】
セグメンテーションAI ・ピクセルレベルで物体の領域を検出可能であることを確認する。 20

物体検出とセグメンテーションの融合 ・指定したクラスラベルに応じて，対象物体がセグメンテーションされることを確認する。 30

姿勢推定AI ・人間の骨格情報が画像から自動抽出できることを確認する。 30

属性認識AI ・人間の属性情報を抽出可能であることを確認する。 20

画像生成AI ・多様なキャプションから画像を生成可能であることを確認する。 30

・視覚的質問応答が可能であることを確認する。

・道路面の画像に対しても視覚的質問応答が可能であることを確認する。【インフラ管理者向け】
※ 受講者の関心に合わせて、いずれかを選択して受講

マルチモーダルモデル（生成AI）

物体検出AI

画像分類AI 55

30

30

※引⽤︓
DREPホームページ
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システムの構築

デジタルプログラムのオンデマンド配信方法（案）

39

Micro Soft Forms
とboxを活用したオン
デマンド配信の流れ

boxでのコンテンツ配信と受講管理

受講生名

受講状況グラフ

受講状況管理

オンデマンド配信

Forms活用小テスト・期末試験

Forms活用ポータルサイト
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デジタルプログラムの受講の流れ（案）

40

1．オンデマンド教材受講 2．モジュール期末試験
3．修了証

（履修証明？）

講義
小テスト

講義視聴
※繰り返し可能

・履修証明プログ
ラムになった場合
は、法的な履修証
明発行
→大学ができる
社会実装の一つ!!!

・修了要件：全講義視
聴・小テスト合格、期
末試験で60点以上、
を満たすこと。



スマートインフラマネジメント
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完全オンライン化におけるフィールド実習の流れ（案）
ーAI登載タブレット点検モジュールの例ー

41

拠点活用型 完全オンデマンド型

拠点による
レポート評価

対面講義 実習 オンデマンド講義 AI搭載タブレット貸出
による自主現地学習

講義
小テスト

レポート
提出・評価
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地⽅⾃治体職員等との意⾒交換

R6 5月28日 九州地方整備局
九州道路メンテナンスセンター

◆開発教育プログラムの全国・持続的展開に向けた国交省and県へのヒアリング調査

R6 5月30日 国⼟交通省本省
総合政策局公共事業企画調整課

R6  5月30日 国⼟交通省本省
道路局 国道・技術課

R6 8月1日 国⼟交通省 国⼟技術
政策総合研究所 橋梁研究室

R6 8月27日 ⻑崎県庁
道路維持課・砂防課

◆開発教育プログラムの⻑期的な社会実装の道筋→ヒアリング調査を基にアジャイルする!!

①各整備局メンテナンスセンターと連携し、
研修の一部への開発プログラム採⽤相談
（県の場合、建設研究センター等→事業・精度戦略）
②国交省研修の一部に採⽤のための連携
→事業・精度戦略
③開発プログラム実⾏の予算・⼈材の工面
→⼈材戦略
④開発プログラムの各整備局への移管!!!
→社会的受容性（むしろ地方自治体職員の受容性高める）

①課題間連携・北海道⼤学のポストコロナにより、北海道⼤学
へのDRADに開発プログラム提供（9月末動画提供!!!）
②各⼤学の履修証明プログラムとして開設を目指す（60時
間）⽂科省・社会⼈リスキリングの枠組みで法的な履修証明
発⾏←これまで培った持続的な実績をベースに基礎固め
③国県の外郭団体で研修等を担うセンター等での研修への一
部/ニーズ合わせたカスタマイズ採⽤（岐阜県・福岡県他）
④国際展開︓JICA技術プロジェクトやJICA本邦研修等）
※既に世界実装実績2件以上
⑤全国建設研修センターへの研修への導入（調整中）

R7 7月1日と7月18日
九州地方整備局 九州道路メンテ
ナンスセンター・九州技術事務所

R7 7月3日 国⼟交通省本省総合
政策局 公共事業企画調整課

祢津企画官

R7 6月19日と7月10日
福岡県建設技術情報センター

R7 7月11日 全国建設研修
センター 蓮⾒理事

R7 7月17日 山⼝県
周南市 山本室⻑

R6年度ピアレビュー時の道筋案 R6年度ピアレビュー後の道筋案（実施中）



スマートインフラマネジメント
システムの構築

43

地⽅⾃治体職員等との意⾒交換
地⽅⾃治体職員等との意⾒交換

1. コメントに対する対応⽅針・対応予定等1. 主なコメント（主な課題）

①のコメント参考に、データアキュムレータ・アナリストの導入を想定す
る自治体として、数万から数⼗万規模の市町村、政令指定都市や
都道府県等を優先的に対象として、プログラムの実装を進める。
②については、小さい自治体での可能性について、DXやデジタル化
に興味ある自治体での試⾏を検討し、規模の小さい⾃治体への実
装可能性を検証する。
③については、上記①、②のコメントに関連しており、小さい⾃治体
向けの研修内容にカスタマイズも⾏う。
④については、上記②にも関連するが、アキュムレータ・アナリストにつ
いて、各⾃治体のニーズに合わせて柔軟にカスタマイズしたプログ
ラムを準備し、その提供も試みる。ここで、若い世代への学びの提供
を想定し、例えば、オンデマンド教材で、かつ15分程度のショート
研修教材を作成し、毎週何回かに分けて受講してもらう動画コンテ
ンツとする対応を進める。
⑤については、DXによるインフラメンテの重要性を理解いただくための
共通的講義・実習によりDXを理解いただくともに、DXによるインフラ
管理の施策を提案するためのグループワークをファシリテートする。

①︓地方自治体、特に小さい自治体ではデータ・アナリストの役割がわか
りにくい可能性があり、ある程度職員数が多い⾃治体を想定したプログ
ラムとするのがよい。まずは県レベルで、かつME・道守取得者などが実在
する規模の自治体を対象とするのがよい。
②︓規模の小さい自治体では、DXやデジタル化に興味がある⾃治体を
対象とするのがよい。そのような自治体を対象にプログラムの提供を検討
するのが良い。
③︓地方自治体、特に小さい⾃治体ではデータ・アキュムレータアナリスト
の講義内容はボリュームが多いイメージである。全国規模の研修でも3
から4⽇程度の短期研修で、かつ「何が学べる」ということが明確である。
すなわち、「何が学べる」とは研修後自治体に戻った際に、直ぐに使えるこ
とを意味しており、そのような研修は⼈気がある。
④︓データアキュムレータ・アナリストの内容は現状、理想的なレベルでは
あるが、プログラム丸ごとの導入は厳しく、部分的活⽤が期待される。
⑤︓小さい自治体（1〜2万程度以下の自治体）では、橋のメンテは1
⼈だけの場合もあり、DXメンテプレイヤーの育成よりも、DXの重要性を理
解してDXを⽤いた管理の施策を提案できる人材育成のニーズ⾼!!

・地方自治体職員（全般）
・地方自治体職員（⼈⼝数万〜⼗数万程度）
・地方自治体職員（全般）向けに研修を⾏うセ
ンター等機関

福岡県建設技術情報センター・ヒアリング
2025年6月19日と7月10日

※ME・道守と同様の⼤学での
講義スタイルに対する意⾒交換
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地⽅⾃治体職員等との意⾒交換
地⽅⾃治体職員等との意⾒交換

1. コメントに対する対応⽅針・対応予定等1. 主なコメント（主な課題）

①のコメント参考に、データアキュムレータ・アナリストの導入を想定す
る自治体として、数万から数⼗万規模の市町村、政令指定都市や
都道府県等を優先的に対象として、プログラムの実装を進める。
②については、小さい自治体での可能性について、DXやデジタル化
に興味ある自治体での試⾏を検討し、規模の小さい⾃治体への実
装可能性を検証する。
③については、上記①、②のコメントに関連しており、小さい⾃治体
向けの研修内容にカスタマイズも⾏う。
④については、上記②にも関連するが、アキュムレータ・アナリストにつ
いて、各⾃治体のニーズに合わせて柔軟にカスタマイズしたプログ
ラムを準備し、その提供も試みる。ここで、若い世代への学びの提供
を想定し、例えば、オンデマンド教材で、かつ15分程度のショート
研修教材を作成し、毎週何回かに分けて受講してもらう動画コンテ
ンツとする対応を進める。
⑤については、DXによるインフラメンテの重要性を理解いただくための
共通的講義・実習によりDXを理解いただくともに、DXによるインフラ
管理の施策を提案するためのグループワークをファシリテートする。

①︓地方自治体、特に小さい自治体ではデータ・アナリストの役割がわか
りにくい可能性があり、ある程度職員数が多い⾃治体を想定したプログ
ラムとするのがよい。まずは県レベルで、かつME・道守取得者などが実在
する規模の自治体を対象とするのがよい。
②︓規模の小さい自治体では、DXやデジタル化に興味がある⾃治体を
対象とするのがよい。そのような自治体を対象にプログラムの提供を検討
するのが良い。
③︓地方自治体、特に小さい⾃治体ではデータ・アキュムレータアナリスト
の講義内容はボリュームが多いイメージである。全国規模の研修でも3
から4⽇程度の短期研修で、かつ「何が学べる」ということが明確である。
すなわち、「何が学べる」とは研修後自治体に戻った際に、直ぐに使えるこ
とを意味しており、そのような研修は⼈気がある。
④︓データアキュムレータ・アナリストの内容は現状、理想的なレベルでは
あるが、プログラム丸ごとの導入は厳しく、部分的活⽤が期待される。
⑤︓小さい自治体（1〜2万程度以下の自治体）では、橋のメンテは1
⼈だけの場合もあり、DXメンテプレイヤーの育成よりも、DXの重要性を理
解してDXを⽤いた管理の施策を提案できる人材育成のニーズ⾼!!

・地方自治体職員（全般）
・地方自治体職員（⼈⼝数万〜⼗数万程度）
・地方自治体職員（全般）向けに研修を⾏うセ
ンター等機関

福岡県建設技術情報センター・ヒアリング
2025年6月19日と7月10日

※ME・道守と同様の⼤学での
講義スタイルに対する意⾒交換

・地⽅⾃治体職員（全般・政令指定都市・県レベル）
→⼤学での研修・全国的研修・群マネや県センター等を活⽤した市町村点検代⾏等

・地⽅⾃治体職員（人⼝数万〜⼗数万程度）
→やる気ある職員を対象に受講。受講後はDXプレイヤーとして⾃治体内での活⽤担う。
→講義動画のショート動画化。隙間時間や寸暇を惜しんで学習いただく。

・地⽅⾃治体職員（1〜2万程度のの市、小さい⾃治体）
→DXインフラ管理の重要性を学ぶプログラム・施策提案に繋がるカスタマイズ提供!!
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自治体規模にアジャイルしたDXプログラム

1. 沢田チーム（⼤学・⾼専）で持続可能なプログラム→履修証明プログラム
※法的な履修証明発⾏。20年実績を基に10年先⾒据えた財源確保狙う!!

◆実績・実装・ユーザーレビューを基に開発したプログラムとアジャイル版の開発!!!

開発プロ
グラム カリキュラム例︓確実な技術者育成版→DRAD提供予定

2. ⾃治体規模・ニーズ対応カスタマイズ版→⾃治体規模・ニーズに合わせた“ちょうど
いい学び”の提供 ※⾃治体職員のAI・DX理解促進と施策提案サポート!!

“インフラDXリテラシー”
インフラマネジメント分野における

DX活⽤による省⼒化，省⼈化，⽣産性
向上とSociety5.0実現の基礎理解

ショートOD講義例

15分×6回=90分※1週
⾃治体職員DXレベルアップ

・・・・
・・・業務支障無隙間時
間”ちょうど良い”学び!!
インフラDX施策提言補
助ワークショップ提供!!
※インフラ財源確保

※対象︓⾃治体職員＋ME・道守修了者＋⺠間企業
※受講料案︓30万円×25人×年2回＝1500万円 運営・教員雇⽤可等!!
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・地方自治体職員（全般・政令指定都市・県レベル）：フルスペック版!!

→大学での研修・全国的研修・群マネや県センター等を活用した市町村点検代行等

・地方自治体職員（人口数万～十数万程度）
→やる気ある職員を対象に受講。受講後はDXプレイヤーとして自治体内での活用担う。
→講義動画のショート動画化。隙間時間や寸暇を惜しんで学習いただく。

・地方自治体職員（1～2万程度の市、小さい自治体）
→DXインフラ管理の重要性を学ぶプログラム・施策提案に繋がるカスタマイズ提供!!

自治体規模にアジャイルしたDXプログラム
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“インフラDXリテラシー”

インフラマネジメント分野における
DX活用による省力化，省人化，生産性

向上とSociety5.0実現の基礎理解

15分×6回=90分 in 1週
⾃治体職員DXレベルアップ

・・・・ ※業務支障がない隙間時
間での”ちょうど良い”学び!!

ショート
講義または

フルス
ペック版

または
“インフラDXリテラシー”

インフラマネジメント分野における
DX活用による省力化，省人化，生産性

向上とSociety5.0実現の基礎理解

“インフラDXリテラシー”

インフラマネジメント分野における
DX活用による省力化，省人化，生産性

向上とSociety5.0実現の基礎理解

＋
プラス

ワークショップ提供（インフラDX施策
提言補助）!!
※インフラ関係の施策提示!!
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東チモール国立大学（6月25日に一部実施完了）

【課題】① 国の発展を支える交通インフラ基盤の老朽化が深刻，これを支える人材
育成が急務

② ポストベトナムとして建設デジタル人材の育成による教育カリキュラムを
開発することで，人材の付加価値を高める

✽ 3次元点群データやBIM/CIMとの融合などの活用をサポートする人材育成

❃Society5.0時代を牽引するデジタル人材の育成を
目的とし，JICA技術協力プロジェクトの本邦研修にて，
プログラムを部分的に試行

東チモール国立大学 (UNTL) とのMOU

締結の様子

これまでの活動実績
UNTL教員の教育支援（土木工学）

概要講義タイトル

BIM/CIMのインフラマネジメントへの展開と生産性向上にむけ
た活用事例や作成方法について学ぶ

点群データのインフラ
マネジメントへの展開

3次元点群データのインフラマネジメントへの展開と生産性向
上にむけた活用事例や作成方法について学ぶ

3次元点群データの
利活用

アキュムレータプログラムの試行（国際展開）
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❃管理計画(能力)の強化が主なスコープに掲げられる
JICA技術協力プロジェクトの本邦研修において
プログラムを部分的に試行

ケニア道路基金・道路公社※

【課題】 橋梁維持管理システム
(BMS)の強化・更新

✽ 戦略的な計画策定のための
データ分析能力

✽ 計画的なデータ取得・管理

パキスタン・パンジャブ州公共事業局

【課題】① 厳しい財政下で広範囲の州道路を
管理

② 県道路も所管に加わる(予算据え
置き)

✽計画的な優先順位付けがカギ

※ケニア道路公社＝KeNHA：高速道路公社，KeRRA：地方道路公社，
KURA：都市道路公社，KWS：野生生物公社

概要講義タイトル

データの分析目的とデータの量・質に応じた，適切な予測モデ
ルの選択，予測結果の理解について学ぶ健全度・劣化予測

データの分析目的とデータの量・質に応じて適切な予測モデル
を選択し，健全度(劣化)の予測結果を得る方法を学ぶ橋梁健全度予測演習

2025.06.19

2025.07.10

アナリストプログラムの試行（国際展開）
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Project for Strengthening Road Asset 

Management System in Punjab Province, 

Pakistan

Project for Strengthening Capacity 

Development on Bridge Management 

System in Kenya
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デジタル教育ブログラムの試行例

データアキュムレータ
<実装例>

AIアプリ搭載タブレット点検
ザンビア大学

※ＪＩＣＡ技術プロジェクトでＭＥ養成講
座の橋梁部分を国際展開済み

SIP技術の国際展開土俵として活用

データアナリスト
<実装例>

BIM/CIMモジュール試行
2025/8/5（火）in 山口大学

渡邊学歩先生 実施!!
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アキュムレータプログラムの試行（国際展開）
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データアキュムレータの実装予定先
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• (公財)岐阜県建設研究センター←県内研修に活用。

• (公財)福岡県建設技術情報センター←次年度研修採用に向けて導入調整中。
※既にタブレット点検“YOU点検実施”福岡県市町村橋梁１７０００橋のデータベース有
（３ラウンド全て。福岡市・北九州市等を除く58市町村のうち48市町村のデータ）

• ポストコロナ（北海道大学）←長井先生ご調整案件。講義内容について精査中。

• （一財）全国建設研修センター←次次年度等、引き続き調整中

ところで、日本橋梁建設協会との連携はないのか？？
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日本橋梁建設協会様との連携案：
橋梁業界での取り組み：i-Bridge-橋梁工事の生産性・安全性向上-

引用：一般社団法人 日本橋梁建設協会 令和6年度橋梁技術発表会、DX推進特別小委員会発表資料より
抜粋：https://www.jasbc.or.jp/wp/wp-content/themes/jasbc/images/release/slide/2024/24_chubu_slide-02.pdf

木下作成したデータアキュムレータ・アナリストの共通講義の中でも紹介させていただきました!!!
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日本橋梁建設協会様との連携：
架設現場でのMR技術の活用

引用：一般社団法人 日本橋梁建設協会 令和6年度橋梁技術発表会、DX推進特別小委員会発表資料より
抜粋：https://www.jasbc.or.jp/wp/wp-content/themes/jasbc/images/release/slide/2024/24_chubu_slide-02.pdf
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日本橋梁建設協会様への提案

54

 内閣府などの科学分野の国家プロジェクトに鋼橋研究者がマネージメントサイ
ドで関われるように、「強力サポート」をいただきたい→現在の第3期SIPプロ
ジェクトに参画し、インフラＤＸ関係の講義開発、特に今年から次年度以降にか
けて開発予定の地方自治体を対象とした「アジャイル版講義マテリアル」の開発
等にご協力いただける場合、ぜひご連絡いただきたい!!

 橋建と連携した橋梁DX研修の産学連携による実施→デジタルリテラシーや
AI関係の講義において、大学・高専として協力可能。例えば、全国建設研修セ
ンターで橋研様が実施されている研修のアップデート版として協力可能!!

 AIケンブリッジ君開発の提案!!

ChatGPTによる生成図


